
 

    

 

 

 

 

     

 
   

 

 

 

 

 

 

 
 

    

 

 
  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより みんなの森合小 

～ 自分でチャレンジ みんなとチャレンジ 最後まで～ 

NO.１６ 
令和３年１２月２３日    

発行者  

森合小学校長 渡邉かほる 

 ２学期は，８７日間。運動会，前期通知表配付，フリー参観，個別懇談会と,保護

者の皆様には，新型コロナウイルス感染予防を含めて，「みんなの森合小」創りに

かかわっていただきありがとうございました。特に，タブレットを使ったオンライ

ンの検証実験への,ご理解とご協力に,心より感謝いたします。 

【１年 生活科「たのしいあきいっぱい」】   【２年 生活科「町たんけんにいこうパート２」】  【３年 総合「発見 ぼくらの町『森合』」】 

２学期終了！ありがとうございました！ 
～みんなで創る「どの子にとっても安心な森合小」～ 

 

 冬休みこそ，「自分の考えを持つ力」「チャレンジする力」を発揮するよう子ども達に伝えていま

す。この力を鍛えていけば，指示されたから，叱られるからという理由ではなく，必要だからと納

得して行動することができるようになります。子どもの力を信じて，言葉かけを考えたいです。 

～冬休み～ けがや事故のないように！ 感染予防も！ 

【４年 総合「ゴミ減量大作戦」】        【５年 総合「共に学ぼう放射線」】       【６年 総合「福島の未来を生きる」】 

□ ２学期は，次の３点を大事にしながら，「安心な森合小」創りに取り組んできました。（学校だより№11掲載） 

１ 目の前の子どもの声に耳を傾ける。[見る･観る･看る･視る，心の声を聴く，表面的な言動から内側を考える] 

 ○ 「先生は話を聞いてくれるよ。」とニコニコしながら教えてくれた子がいます。安心した表情をしていました。 

２ 全職員が，全校生の担任という意識で対応する。[全職員で共有，学級（特に特支級）や学年を超えた学び合い] 

 ○ 学年の先生が，他の学級の子どもとかかわる姿がたくさん見られました。さらに，学校全体に広げていきます。 

３ ウイルス感染拡大防止への対応を一層重視する。[変異ウイルス，検温･手洗い･消毒・マスク，黙食，オンライン] 

○ 検温,マスク着用が習慣化し，オンライン授業も３回実施しました。油断せず，常に備え継続していきます。 

□ ２学期は，今求められている「生活科・総合を核とした教科等横断的な学び」が各学年で実施されました。 

 ○ 教科等の学びは繋がっていることを体感すると，学ぶ意味を実感できる学力を身に付けることができます。 

 

※インターネットなどのトラブルから自分を守る方法について，ご家族で「話題」にしていただければ幸いです。（裏面参照） 



 

 

 

 

 
５９％ 

インターネット安全利用ガイドブック～トラブルの事例から自分を守る方法を学ぶ～（福島市）より 

福島市ＨＰ「子育て・教育」よりダウンロードできます。保護者用も掲載されています。 


